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明
張
燮
輯
『
七
十
二
家
集
』
陳
後
主
集
題
辞

翻
字
及
び
訳
注

久

保

卓

哉

彭

臘

梅

『
七
十
二
家
集
』
の
編
輯
者
張
燮
が
著
し
た
「
題
辞
」
は
作
家
論
研
究
上
見
の
が
す
こ
と
が
で
き
な
い
文
献
で
あ
る
。
そ

の
陳
後
主
集
の
題
辞
を
翻
字
し
、
語
注
と
訳
を
付
け
、
併
せ
て
張
燮
と
『
七
十
二
家
集
』
に
つ
い
て
述
べ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
張
燮

七
十
二
家
集

題
辞

歴
代
卅
四
家
集

張
溥

漢
魏
六
朝
百
三
家
集

陳
後
主
集
題
辞

は
じ
め
に

明
・
張
溥
の
『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』
の
題
辞
は
、
一
九
六
〇
年

に
殷
孟
倫
が
注
を
ほ
ど
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
解
釈
が
容
易
に
な
り

（
『

』

）
、

漢
魏
六
朝
百
三
家
集
題
辭
注

人
民
文
学
出
版
社
一
九
六
〇
年

作
家
論
研
究
の
基
本
文
献
と
し
て
よ
み
が
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ

が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
総
集
の
張
燮
輯
『
七
十
二
家
集
』
と
そ
の
題

（
１
）

辞
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
張
燮
が
題
辞
で
展
開
す
る
作
家
論
に
は
見
る
べ
き
も
の
が

、

。

多
く

そ
れ
を
素
通
り
し
て
文
学
研
究
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

本
稿
で
は
、
行
草
体
が
ま
じ
る
題
辞
を
翻
字
し
て
句
点
を
ほ
ど
こ

し
、
訳
注
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
の
一
助
と
な
る
よ
う
に

し
た
。
そ
の
対
象
と
し
て
、
亡
国
の
天
子
と
し
て
と
か
く
評
価
が
分

か
れ
る
陳
後
主
の
集
の
題
辞
一
篇
を
と
り
あ
げ
る
。

、

、

、

、

、

、

そ
の
次
第
は

題
辞
の
影
印

翻
字

訓

訳

注
の
順
序
と
し

最
後
に
解
説
を
付
し
た
。

（
２
）

【
影
印
】
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【
翻
字
】

陳
後
主
集
題
辭

陳
後
主
才
士
也
。
彼
欲
使
粉
黛
盡
爲
丹
鉛
紳

、
都
成
麗
藻
。
宮
中
府
中
、

綎

、

。

、

、

、

化
作
隃
縻
地
界

而
間
出
聲
酒
點
綴
之

非
爲
他

亡
國
之
主

黷
貨
淫
刑

使
民
不
堪
命
也
。

即
以
隋
煬
帝
論
、
煬
帝
文
情
自
超
然
、
鳳
舸
迷
樓
、
禍
沿
沃
土
。

而
陳
僅
高
拱
于
帝
閽
、
單
于
呼
韓
威
殫
絶
塞
。
而
陳
僅
摩
娑
于
筆
、
陣
摧
輪

等
耳
。
顧
就
中
相
去

可
數
層
。
余
悲
煬
帝
之
戮
張
麗
華
、
以
謝
呉

而

言

民
、

到
頭
抑
又
甚
也
。

嗟
乎
。
臧
穀
亡
羊
、
均
之
悼
喪
。
顧
挾
書
之
典
能
博
、
終
是
不
侔
。
懐
古
者

那
得
不
憑
而
弔
之
乎
。

厥
後
李
煜
之
在
江
南

稱
後
主
。
風
流
罪
過
、
両
後
主
正
復
相
當
。
李
煜
降

亦

宋

宋
祖
目
送
之

好
一
個
翰
林
學
士
。

、

曰
、

、

、

余
於
陳
後
主

云

然

轉
換
月
在
手

動
揺
風

懐

視

日
月
光
天
德

亦

、

。

。

、

滿

山
河
壮
帝
居
、
又
何
爲
乎
。
故
當
以
陳
後
主
爲
勝
。

岐
海
逸
民
張
燮
識
于
金
陵

【
訓
】

陳
後
主
集
題
辞

陳
後
主
は
才
子
な
り
。
彼
は
粉
黛
を
し
て
尽
く
丹
鉛
の
紳

と
為
し
、
都
て

綎

す
べ

麗
藻
を
成
ら
し
む
。
宮
中
と
府
中
は
、
化
し
て
隃
縻
の
地
界
と
作
り
、
而
も

つ
く

ゆ

び

な

間
に
声
と
酒
と
を
出
し
て
こ
れ
を
点
綴
す
。
他
を
為
す
に
非
ず
、
亡
国
の
主

い
だ

て
い

は
、
黷
貨
し
淫
刑
し
て
、
民
を
し
て
命
に
堪
え
ざ
ら
し
む
る
な
り
。

と
く

め
い

即
ち
隋
煬
帝
を
以
て
論
ず
れ
ば
、
煬
帝
は
文
情

自

ら
超
然
た
る
も
、
鳳
舸

お
の
ず
か

迷
樓
を
つ
く
り
、
禍
い
沃
土
に
沿
う
。

而
し
て
陳
は
僅
帝
閽
に
高
く

拱

き
、
單
于
呼
韓
の
威
は
絶
塞
に
殫
く
す
。

た
だ

こ
ん

こ
ま
ね

ぜ
ん

う

こ

か
ん

つ

而
る
に
陳
は
僅
筆
を
摩
娑
し
、
陣
は
輪
等
を
摧
か
る
の
み
。
就
中
相
い
去
る

く
だ

を
顧
み
れ
ば
数
層
な
る
べ
し
と
言
う
。
余
は
煬
帝
の
張
麗
華
を
戮
し
、
以
て

こ
ろ

呉
の
民
に
謝
す
る
を
悲
し
む

而
し
て
到

頭
抑
そ
も
又
甚
し
き
な
り
。

、

つ
ま
る
と
こ
ろ

嗟
乎
。
臧
と
穀
と
羊
を

亡

い
、
こ
れ
を
均
し
く
し
て

喪

う
を
悼
む
。
挾
書

あ

あ

う
し
な

う
し
な

の
典
の
能
く
博
き
を
顧
み
れ
ば
、
終
に
是
れ
侔
し
か
ら
ず
。
懐
古
す
る
者
那

ひ
と

な
ん

ぞ
憑
り
て
こ
れ
を
弔
わ
ざ
る
を
得
ん
や
。

よ

厥
の
後
李
煜
こ
れ
江
南
に
在
り
て

後
主
と
称
す
。
風
流
の
罪
過
、
両
後
主

亦

そ

、

、

正
に
復
た
相
当
す

李
煜
宋
に
降
り
て

宋
祖
目
も
て
こ
れ
を
送
り
て

。

曰
く

好
き
一
個
の
翰
林
学
士
な
り
と
。

よ余
は
陳
後
主
に
於
て
も

云
う
、
然
り
と
。

し
て
月
手
に
在
り

動
か

亦

、

轉
換

し
揺
ら
せ
ば
風

懐

に
満
つ
。
日
月
天
德
に

山
河
帝
居
に

、

光
り

壮
た
り

、

ふ
と
こ
ろ

を
視
て
、
又

。
故
よ
り
当
に
陳
後
主
を
以
て
勝
れ
り
と
為
す

何
を
か
為
さ
ん

も
と

べ
し
。

岐
海
の
逸
民
張
燮
金
陵
に
識
す

【
訳
】

陳
後
主
集
題
辞

陳
後
主
は
才
子
で
あ
る
。
彼
は
宮
中
の
美
女
た
ち
を
校
訂
す
る
士
大
夫
に
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し
て
、
こ
と
ご
と
く
詩
文
を
作
ら
せ
た
。
宮
廷
と
府
内
は
筆
墨
の
世
界
と
化

し
、
し
か
も
そ
こ
に
音
楽
と
酒
を
ま
じ
え
て
飾
り
を
そ
え
た
。
他
の
こ
と
を

し
た
の
で
は
な
い
。
亡
国
の
主
は
、
財
物
を
む
さ
ぼ
り
、
刑
罰
を
濫
用
し
、

民
に
命
令
に
た
え
き
れ
な
く
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
隋
煬
帝
で
論
ず
れ
ば
、
煬
帝
は
文
才
が
超
絶
し
て
い
た
が
、
華
美

な
巨
船
や
迷
楼
を
つ
く
り
、
そ
の
災
禍
は
国
土
に
流
れ
下
っ
た
。

そ
し
て
陳
は
宮
門
の
奥
で
高
く
腕
組
み
し
て
い
る
あ
い
だ
に
、
北
方
の
隋

軍
の
武
威
は
辺
塞
の
地
ま
で
覆
い
つ
く
し
た
。
だ
が
陳
後
主
は
た
だ
筆
を
撫

で
さ
す
り
、
自
陣
は
車
輪
な
ど
を
破
壊
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
二
帝
の
違
い
を
ふ
り
返
っ
て
見
れ
ば
数
層
の
差
が
あ
る
と
言
え
る
。
私
は

煬
帝
が
張
麗
華
を
殺
し
て
江
南
の
民
に
告
げ
た
こ
と
を
悲
し
む
。
つ
ま
り
は

さ
ら
に
又
も
っ
と
酷
い
の
だ
。
あ
あ
、
昔
、
臧
と
穀
の
二
人
が
と
も
に
羊
を

亡
く
し
た
が
、
そ
れ
と
ひ
と
し
く
煬
帝
と
陳
後
主
の
二
人
が
国
を
喪
っ
た
こ

と
を
い
た
み
悲
し
む
。
だ
が
、
陳
後
主
の
蔵
し
た
書
籍
が
極
め
て
多
い
こ
と

を
見
れ
ば
、
結
局
二
人
は
同
じ
で
は
な
い
の
だ
。
懐
古
す
る
者
は
旧
跡
に
む

か
っ
て
昔
を
い
た
み
し
の
ば
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
の
後
李
煜
が
江
南
で
や
は
り
ま
た
後
主
と
称
し
た
。
風
流
に
耽
っ
た
罪

。

、

過
は
両
後
主
と
も
似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
る

李
煜
が
宋
に
投
降
し
た
と
き

宋
の
太
祖
は
李
煜
を
見
送
り
な
が
ら
、
良
き
翰
林
学
士
で
は
あ
る
、
と
言
っ

た
。
私
は
陳
後
主
に
対
し
て
も
、
そ
う
だ
、
と
言
い
た
い
。
李
煜
は
宋
の
太

祖
の
前
で
「
満
月
の
よ
う
に
円
い
団
扇
を
手
に
、
ひ
と
た
び
扇
げ
ば
涼
風
が

胸
い
っ
ぱ
い
に
満
ち
る
」
と
歌
い
、
陳
後
主
は
隋
煬
帝
の
前
で
「
日
と
月
が

天
德
の
上
で
光
り
を
放
ち
、
山
と
河
は

と
と
も
に
壮
大
で
あ
る
」
と
歌

帝
都

っ
た
。
こ
の
陳
後
主
の
詩
を
見
て
ど
う
評
価
を
し
よ
う
か
。
言
う
ま
で
も
な

く
陳
後
主
の
方
が
ま
さ
っ
て
い
る
。

岐
海
の
逸
民
、
張
燮
、
金
陵
に
て
記
す

【
注
】

丹
鉛
…
文
字
の
添
削
、
校
訂
に
用
い
る
丹
砂
と
鉛
粉
。

明

唐
・
韓
愈
「
秋
懐
詩
」
其
七
「
不
如
覷
文
字
、
丹
鉛
事
點
勘
」

．
．

・
胡
応
麟
『
丹
鉛
新
録

「
楊
子
用
修
拮
据
典
、
摘
抉
隠
微
、
白
首

』

」

丹
鉛
、
厥
功
偉
矣

紳

…
紳
は
、
士
大
夫
が
腰
に
締
め
た
礼
装
用
の
大
帯
。

は
、
佩
玉
を
帯

綎

綎

に
結
ぶ
ひ
も
。
官
職
を
有
し
た
士
大
夫
を
さ
す
。

麗
藻
…
華
麗
な
詩
文
。

晋
・
陸
機
「
文
賦

「
游
文
章
之
林
府
、
嘉
麗
藻
之
彬
彬

唐
・

」

」

．
．

」

王
勃
「
爲
人
與
蜀
城
父
老
書

「
麗
藻
華
文
、
代
爲
雲
泉
之
氣

」

．
．

隃
麋
に
同
じ
。
地
名
。
名
墨
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
今
の
陝
西

隃
縻
…

省
千
陽
市
。

『
漢
書
』
地
理
志
上
「
右
扶
風
、
縣
二
十
一
、
隃
麋
」

『
宋
書
』

．
．

天
子
所
服
五
時
衣
以
賜
尚
書
令
僕
、
而
丞
、
郎
、
月
賜

百
官
志
上
「

赤
管
大
筆
一
雙
、
隃
麋
墨
一
丸
」

．
．

地
区
、
地
方
。

地
界
…

任
昉
「
奏
彈
劉
整

「
其
宗
長
及
地
界
職
司
、
初
無
糾
舉
」

」

．
．

點
綴
…
飾
り
を
加
え
て
一
層
美
し
く
す
る
。

詩
品

中
品

丘
詩
點
綴
映
媚

似
落
花
依
草

晋
・
張
浚

白

『

』

「

、

「

」

．
．

兔
頌

「
其
毛
春
素
、
纖
毫
秋
黑
。
點
綴
五
采
、
漸
染
粉
墨

（

芸

」

」
『

．
．
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）

文
類
聚
』
獣
部
下
兎
引

黷
貨
…
財
物
を
む
さ
ぼ
る
。

『
文
心
雕
龍
』

「
班
固
諂
竇
以
作
威
、
馬
融
黨
梁
而
黷
貨
」

程
器

．
．

鳳
舸
…
彫
飾
を
ほ
ど
こ
し
た
華
美
で
大
き
な
船
。

隋
書
』
煬
帝
紀
「
庚
申
、
遣

門
侍
郎
王
弘
、
上
儀
同
於
士
澄
往

『

黃

」

江
南
採
木
，
造
龍
舟
、
鳳

、

龍
、
赤
艦
、
樓
船
等
數
萬
艘

艒

黃

．
．

迷
樓
…
煬
帝
が
建
て
た
壮
麗
で
雅
趣
に
あ
ふ
れ
た
宮
殿
。

唐
・
汪
遵
「
汴
河

「
隋
皇
意
欲
泛
龍
舟
、
千
里
崑
崙
水
別
流
。
還

」

」

待
春
風
錦
帆
暖
、
柳
陰
相
送
到
迷
樓
．
．

帝
閽
…
宮
殿
の
門
。

漢
・
揚
雄
「
甘
泉
賦

「
選
巫
咸
兮
叫
帝
閽
、
開
天
庭
兮
延
羣
神
」

」

．
．

單
于
呼
韓
…
前
漢
の
匈
奴
の
王
。
こ
こ
で
は
北
方
の
隋
軍
を
さ
す
。

漢
書
』
匈
奴
伝
「

、
遣
其
弟
右
谷
蠡
王
等
、
西
襲
屠

『

呼
韓
邪
單
于

．
．
．
．
．

」

耆
單
于
屯
兵
、
殺
略
萬
餘
人

摩
娑
…
手
で
撫
で
た
り
こ
す
っ
た
り
し
て
も
む
。

後
漢
・
劉
煕
『
釈
名

「
摩
娑
、
猶
末
殺
也
、
手
上
下
言
之
也
」

』

．
．

謝
…
告
げ
る
。
告
知
す
る
。

『

』

「

、

」

「

、

漢
書

車
千
秋
伝

謹
謝
丞
相

二
千
石
各
就
館

顔
師
古
注

謝

．

．

告
也
」

臧
穀
亡
羊
…
『
荘
子
』
駢
拇
に
見
え
る
話
。
臧
と
穀
の
二
人
の
牧
羊
夫
が
い

て
、
臧
は
本
を
手
に
読
書
中
に
、
穀
は
双
六
で
遊
ん
で
い
る
う
ち

に
、
羊
を
取
り
逃
が
し
た
。
二
人
が
し
て
い
た
こ
と
は
同
じ
で
は

な
い
が
、
羊
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
は
同
じ
、
と
い
う
こ
と
。

『
荘
子
』
駢
拇
「
臧
與
穀
、
二
人
相
與
牧
羊
而
倶
亡
其
羊
。
問
臧

．

．

．

．

奚
事
、
則
挾
筴
讀
書
。
問
穀
奚
事
，
則
博
塞
以
遊
。
二
人
者
、
事

業
不
同
、
其
於
亡
羊
均
也
」

宋
・
蘇
軾
「
和
劉
道
原
詠
史

「
仲

」

尼
憂
世
接
輿
狂
、
臧
穀
雖
殊
竟
兩
亡
」

挾
書
…
書
籍
を
蔵
す
る
こ
と
。

『

』

「

、

」

『

』

「

、

爾
雅

釈
言

挾

藏
也

漢
書

董
仲
舒
伝

秦
継
其
後

．

獨
不
能
改
、
又
益
甚
之
、
重
禁
文
學
、
不
得
挾
書
」

．
．

憑
弔
…

。

遺
蹟
や
遺
物
に
対
し
て
往
古
の
人
物
や
史
実
に
感
慨
を
い
だ
く

明
・
徐
枋
「
西
山
勝
景
図
記

「
多
奇
石
、
多
古
蹟
、
騒
人
憑
弔
、

」

．
．

資
其
風
雅
、
山
遊
士
女
、
諮
爲
故
實
」

好
一
個
翰
林
學
士
…
宋
太
祖
・
趙
匡
胤
が
宴
席
で
李
煜
を
評
し
た
語
。
翰
林

学
士
は
、
天
子
の
詔
書
及
び
文
章
を
起
草
す
る
官
。
李
煜
は
天
子
と

い
う
よ
り
も
良
き
文
官
だ
、
と
い
う
こ
と
。
宋
・
葉
夢
得
の
『
石
林

燕
語
』
に
見
え
る
表
現
。

宋
・
葉
夢
得
『
石
林
燕
語

「
江
南
李
煜
、
既
降
太
祖
、
嘗
因
曲
燕

』

、

。

。

、

問
聞

卿
在
國
内
好
作
詩

因
使
擧
其
得
意
者
一
聯

煜
沈
吟
久
之

誦
其
詠
扇
云
、
揖
譲
月
在
手
、
動
揺
風

懐
。
上
曰
、
滿
懷
之
風
、

滿

卻
有
多
少
。
他
日
復
燕
煜
、
顧
近
臣
曰
、
好
一
個
翰
林
學
士
」

．
．
．
．
．
．
．

轉
換
月
在
手

動
揺
風

懐
…
李
煜
が
団
扇
を
満
月
に
喩
え
て
詠
ん
だ
詩
。

、

滿

満
月
を
通
し
て
宋
太
祖
を
称
美
。

日
月
光
天
德

山
河
壮
帝
居
…
陳
後
主
が
隋
文
帝
の
宴
に
侍
し
て
詠
ん
だ

入

、

「

隋
侍
宴
応
詔
詩

。
」

『
南
史
』
陳
本
紀
下
「
登
芒
山
、
侍
飮
、
賦
詩
曰
、
日
月
光
天
德
、

．
．
．
．
．

山
川
壯
帝
居
、
太
平
無
以
報
、
願
上
東
封
書
」

．
．
．
．
．
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【
解
説
】

張
燮
に
つ
い
て

張
燮
は
字
を
紹
和
、
号
を
海
濱
逸
史
と
い
い
漳
州
府
龍
溪
（
今
福
建
省
漳
州

市
龍
海
市
）
の
人
。
明
の
万
暦
二
年
（
一
五
七
四
）
に
生
ま
れ
、
崇
禎
十
三
年

（
一
六
四
〇

、
六
十
七
歳
を
も
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
る

『
徐
霞
客
遊
記
』
で

）

。

知
ら
れ
る
徐
宏
祖
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
る
。
父
の
廷
榜
（
字
は
春
宇
）
は

鎮
江
府
の
同
知
を
務
め
、
そ
の
清
廉
さ
ゆ
え
民
衆
の
支
持
を
得
た
が
、
上
に
仕

え
る
の
が
不
得
意
で
降
格
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

父
の
愛
を
受
け
て
育
っ
た
張
燮
は
、
長
じ
て
群
書
を
博
覧
し
、
万
暦
二
十

二
年
（
一
五
九
四

、
二
十
一
歳
の
と
き
挙
人
に
合
格
す
る
。
そ
し
て
時
の

）

才
子
、
蒋
孟
育
、
高
克
正
、
林
茂
桂
、
王
志
遠
、
鄭
懐
魁
、
陳
翼
飛
と
と
も

に
「
七
才
子
」
と
称
せ
ら
れ
、
文
名
を
高
め
た
。
そ
の
後
天
啓
年
間
に
何
喬

遠
（

明
史
』
巻
二
百
四
十
二
に
伝
あ
り
）
が
『
明
実
録
』
を
編
纂
す
る
構

『

成
員
と
し
て
張
燮
を
朝
廷
に
推
挙
し
、
諸
名
士
も
こ
れ
へ
の
参
加
を
勧
め
た

が
、
張
燮
は
こ
れ
を
固
辞
し
て
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
世
に
「
徴
君

（
朝

」

廷
か
ら
礼
を
も
っ
て
招
か
れ
な
が
ら
仕
え
な
い
学
識
者
）
と
称
さ
れ
た
。
果

た
せ
る
か
な
後
に
朝
廷
で
党
争
が
あ
り
、
多
く
の
官
員
が
禍
い
に
巻
き
込
ま

れ
た
が
、
固
辞
し
た
こ
と
が
幸
い
し
て
張
燮
は
難
を
免
れ
た
。

張
燮
は
「
志
尚
高
雅
、
博
学
多
通
」
と
の
評
を
得
る
。
こ
の
評
は
張
燮
の

没
後
、
同
じ
漳
州
府
漳
浦
の
儒
者
黄
道
周
が
、
崇
禎
帝
に
上
疏
し
た
際
に
用

い
た
表
現
で
、
黄
道
周
は
自
分
に
七
つ
の
不
如
が
あ
る
、
品
行
高
俊
と
卓
絶

倫
表
と
い
う
こ
と
で
は
劉
宗
周
に
及
ば
な
い
、
志
尚
高
雅
、
博
学
多
通
と
い

う
こ
と
で
は
華
亭
の
布
衣
陳
継
儒
と
龍
溪
の
挙
人
張
燮
に
及
ば
な
い
、
と
述

べ
て
い
る
（

明
史
』
巻
二
百
五
十
五
黄
道
周
伝

。
志
尚
高
雅
と
は
、
張

『

）

燮
が
挙
人
に
合
格
し
た
の
に
官
位
栄
達
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
を
い
い
、
博

学
多
通
と
は
、
張
燮
が
経
史
諸
子
に
通
じ
て
博
文
強
識
で
あ
っ
た
こ
と
を
い

う
。

張
燮
の
著
作

張
燮
は
生
涯
に
多
く
の
著
作
を
残
し
た
。
そ
の
編
著
作
に
は
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

東
西
洋
考

十
二
巻

張
燮
撰

（

明
史
』
芸
文
志
、
地
理
類
）

『

羣
玉
樓
集

八
十
四
巻

張
燮
撰

（

明
史
』
芸
文
志
、
別
集
類
）

『

霏
雲
居
集

五
十
四
巻

張
燮
撰

明
萬
歴
刊

（

日
本
」
国
立
国
会
図
書

「

館
蔵
）

（
３
）

崇
禎
十
一
年
刻
本
（
河
南
省
唐
河
県
図
書
館
蔵
）

霏
雲
居
續
集

六
十
六
巻

張
燮
撰

明
萬
歴
刊

（

中
国
」
北
京
図
書

「

館
蔵
）

崇
禎
十
一
年
刻
本
（
河
南
省
唐
河
県
図
書
館
蔵
）

閩
中
記

張
燮
撰

（
清
・
沈
定
均
続
修
、
清
・
呉
聯
薰
増
纂
『
漳
州
府
志
』
巻

之
二
十
九
人
物
二
張
燮
に

「
有
手
定
漢
魏
七
十
二
家
、
東

、

、

。

、

、

」

、

西
洋
考

閩
中
記

羣
玉

霏
雲
二
集

行
于
世

と
あ
り

．
．
．
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明張燮輯『七十二家集』陳後主集題辞 翻字及び訳注

福
建
師
範
大
学
歴
史
系
《
福
建
歴
代
名
人
伝
略
》
編
写
組
編

『
福
建
歴
代
名
人
伝
略
』
一
九
八
七
年
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て

「
張
燮
…
最
著
名
的
有
《
東
西
洋
考

、
其
次
有
《
霏
雲
閣

》

》
、《

》

《

》

」

。

、

集

群
玉
楼
集

好

閩
中
記

等

と
記
述

し
か
し

．
．
．

日
本
、
中
国
、
台
湾
の
国
家
図
書
館
に
未
見
）

七
十
二
家
集

張
燮
輯

（

日
本
」
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）

「

宋
大
夫
集
三
卷

附
録
一
卷

楚

宋
玉

撰

賈
長
沙
集
三
卷

附
録
一
卷

漢

賈
誼

撰

司
馬
文
園
集
二
卷

附
録
一
卷

漢

司
馬
相
如

撰

董
膠
西
集
二
卷

附
録
一
卷

漢

董
仲
舒

撰

東
方
大
中
集
二
卷

附
録
一
卷

漢

東
方
朔

撰

王
諫
議
集
二
卷

附
録
一
卷

漢

王
褒

撰

揚
侍
郎
集
五
卷

附
録
一
卷

漢

楊
雄

撰

馮
曲
陽
集
二
卷

附
録
一
卷

漢

馮
衍

撰

班
蘭
臺
集
四
卷

附
録
一
卷

漢

班
固

撰

張
河
閒
集
六
卷

附
録
一
卷

漢

張
衡

撰

蔡
中
郎
集
十
二
卷

附
録
一
卷

漢

蔡
邕

撰

孔
少
府
集
二
卷

附
録
一
卷

漢

孔
融

撰

諸
葛
丞
相
集
二
卷

附
録
一
卷

蜀

諸
葛
亮

撰

魏
武
帝
集
五
卷

附
録
一
卷

魏

曹
操

撰

魏
文
帝
集
十
卷

附
録
一
卷

魏

文
皇
帝

御
撰

陳
思
王
集
十
卷

附
録
一
卷

魏

曹
植

撰

王
侍
中
集
三
卷

附
録
一
卷

漢

王
粲

撰

陳
記
室
集
二
卷

附
録
一
卷

漢

陳
琳

撰

阮･

兵
集
五
卷

附
録
一
卷

魏

阮
籍

撰

中
散
集
六
卷

附
録
一
卷

魏

康

撰

嵇

嵇

傅
鶉
觚
集
六
卷

附
録
一
卷

晉

傅
玄

撰

孫
馮
翊
集
二
卷

附
録
一
卷

晉

孫
楚

撰

夏
侯
常
侍
集
二
卷

附
録
一
卷

晉

夏
侯
湛

撰

潘
黄
門
集
六
卷

附
録
一
卷

晉

潘
岳

撰

傳
中
丞
集
四
卷

附
録
一
卷

晉

傅
咸

撰

潘
太
常
集
二
卷

附
録
一
卷

晉

潘
尼

撰

陸
平
原
集
八
卷

附
録
一
卷

晉

陸
機

撰

陸
淸
河
集
八
卷

附
録
一
卷

晉

陸
雲

撰

郭
弘
農
集
二
卷

附
録
一
卷

晉

郭
璞

撰

孫
廷
尉
集
二
卷

附
録
一
卷

晉

孫
綽

撰

陶
彭
澤
集
五
卷

附
録
一
卷

晉

陶
潛

撰

謝
康
樂
集
八
卷

附
録
一
卷

劉
宋

謝
靈
運

撰

顏
光
祿
集
五
卷

附
録
一
卷

劉
宋

顏
延
之

撰

鮑
參
軍
集
六
卷

附
録
一
卷

劉
宋

鮑
照

撰

謝
法
曹
集
二
卷

附
録
一
卷

劉
宋

謝
惠
連

撰

謝
光
祿
集
三
卷

附
録
一
卷

劉
宋

謝
莊

撰

謝
宣
城
集
六
卷

附
録
一
卷

南
齊

謝
朓

撰

王
寧
朔
集
四
卷

附
録
一
卷

南
齊

王
融

撰

梁
武
帝
御
製
集
十
二
卷

附
録
一
卷

梁

高
祖
武
皇
帝

御
撰

梁
昭
明
太
子
集
五
卷

附
録
一
卷

梁

昭
明
太
子
蕭
統

撰
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梁
簡
文
帝
御
製
集
十
六
卷

附
録
一
卷

梁

太
宗
簡
文
皇
帝

御
撰

梁
元
帝
御
製
集
十
卷

附
録
一
卷

梁

世
祖
孝
元
皇

御
撰

江
醴
陵
集
十
四
卷

附
録
一
卷

梁

江
淹

撰

沈
隱
侯
集
十
六
卷

附
録
一
卷

梁

沈
約

撰

陶
隱
居
集
四
卷

附
録
一
卷

梁

陶
弘
景

撰

任
中
丞
集
六
卷

附
録
一
卷

梁

任
昉

撰

王
左
丞
集
三
卷

附
録
一
卷

梁

王
僧
孺

撰

陸
太
常
集
二
卷

附
録
一
卷

梁

陸

撰

倕

劉
戸
曹
集
二
卷

附
録
一
卷

梁

劉
峻

撰

王
詹
事
集
二
卷

附
録
一
卷

梁

王
筠

撰

劉
秘
書
集
二
卷

附
録
一
卷

梁

劉
孝
綽

撰

劉
豫
章
集
二
卷

附
録
一
卷

梁

劉
潛

撰

劉
庶
子
集
二
卷

附
録
一
卷

梁

劉
孝
威

撰

庾
度
支
集
四
卷

附
録
一
卷

梁

庾
肩
吾

撰

何
記
室
集
三
卷

附
録
一
卷

梁

何
遜

撰

呉
朝
請
集
三
卷

附
録
一
卷

梁

呉
均

撰

陳
後
主
集
三
卷

附
録
一
卷

陳
後
主

御
撰

徐
僕
射
集
十
卷

附
録
一
卷

陳

徐
陵

撰

沈
侍
中
集
三
卷

附
録
一
卷

陳

沈
炯

撰

江
令
君
集
五
卷

附
録
一
卷

陳

江
總

撰

張
散
騎
集
二
卷

附
録
一
卷

陳

張
正
見

撰

高
令
公
集
二
卷

附
録
一
卷

後
魏

高
允

撰

温
侍
讀
集
二
卷

附
録
一
卷

後
魏

温
子
昇

撰

邢
特
進
集
二
卷

附
録
一
卷

北
齊

邢
邵

撰

魏
特
進
集
三
卷

附
録
一
卷

北
齊

魏
收

撰

庾
開
府
集
十
六
卷

附
録
一
卷

北
周

庾
信

撰

王
司
空
集
三
卷

附
録
一
卷

北
周

王
襃

撰

隋
煬
帝
集
八
卷

附
録
一
卷

隋

煬
帝

御
撰

盧
武
陽
集
三
卷

附
録
一
卷

隋

盧
思
道

撰

李
懷
州
集
二
卷

附
録
一
卷

隋

李
德
林

撰

牛
奇
章
集
三
卷

附
録
一
卷

隋

牛
弘

撰

薛
司
隸
集
二
卷

附
録
一
卷

隋

薛
道
衡

撰

初
唐
四
子
集

四
十
四
巻

張
燮
輯

明
崇
禎
刊

（

日
本
」
宮
内
庁
書

「

陵
部
蔵
）

王
勃
集

十
六
巻

楊
炯
集

十
三
巻

盧
照
鄰
集

七
巻

駱
賓
王
集

八
巻

初
唐
四
子
集

四
十
八
巻

張
燮
輯

明
崇
禎
十
三
年
刊

（

中
国
」
北
京
図
書
館

「

蔵
）

楊
盈
川
集

十
三
巻
附
録
一
巻

幽
憂
子
集

七
巻
附
録
一
巻

駱
丞
集

八
巻
附
録
一
巻

王
子
安
集

十
六
巻
附
録
一
巻

（
４

（
５
）

）
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明張燮輯『七十二家集』陳後主集題辞 翻字及び訳注

『
七
十
二
家
集
』
に
つ
い
て

漢
魏
六
朝
の
詩
文
の
総
集
と
し
て
は
明
・
張
溥
の
『
漢
魏
六
朝
一
百
三
家

集
』
が
一
般
的
だ
が
、
こ
れ
は
張
燮
の
『
七
十
二
家
集
』
を
基
に
し
て
編
纂

し
た
も
の
で
、
陳
捷
の
論
文
「
唐
以
前
文
章
的
総
集

（

文
史
知
識
』
一

」
『

九
八
三
年
第
八
期
、
中
華
書
局
刊
）
に
は

明
代
に
お
い
て
梅
鼎
祚
が
『
歴
代
文
紀
』
を
編
輯
し
、
張
燮
が
こ
れ
を

継
承
し
て
『
七
十
二
家
集
』
を
編
輯
し
、
張
溥
が
さ
ら
に
ま
た
二
編
を

基
に
し
て
『
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
』
を
編
輯
し
た
。

と
記
し
、
魯
迅
も
『

康
集
』
十
巻
の
序
で

『

康
集
』
を
編
輯
校
訂
す

嵇

嵇

、

る
際
に
、
張
燮
の
『
七
十
二
家
集
』
所
収
の
『

中
散
集
』
六
巻
を
比
較
校

嵇

勘
の
対
象
と
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

『
七
十
二
家
集
』
は
明
刊
本
が
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ほ
か
（
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
全
國
漢
籍
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る

『
續
修
四
庫
全
書

（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九

）
、

』

五
年
刊
）
に
影
印
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
影
印
本
に
は
一
部
不
鮮
明

（

）
、

『

』

な
所
が
あ
る
た
め

下
図

こ
の
た
び
の
翻
字
で
は

歴
代
卅
四
家
文
集

賞
雨
軒
藏
板
（
中
州
古
籍
出
版
社
一
九
九
七
年
刊
）
に
よ
っ
た
。

こ
の
『
歴
代
卅
四
家
文
集
』
は
ど
う
い
う
板
本
か
と
い
う
と
、
そ
の
序
に

「
明
代
張
燮
所
編
『
歴
代
卅
四
家
文
集
』
的
發
見
與
評
價
」
と
題
し
た
出
版

説
明
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
こ
の
板
本
は
一
九
八
九
年
に
河
南
省
唐
河
県
図

書
館
で
偶
然
に
発
見
さ
れ
た
「
海
内
外
之
獨
集
孤
本
」
で
、
最
上
質
の
宣
紙

を
用
い
、
字
体
が
清
晰
で

「
精
校
精
刊
之
善
本
」
と
称
す
る
に
足
る
板
本

、

で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
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『
七
十
二
家
集

（

續
修
四
庫
全
書
』
収
、
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
五
年
）

』
『

【
共
著
者
紹
介
】

彭
臘
梅

経
歴
…
一
九
八
六
年
陝
西
師
範
大
学
中
文
系
卒
業

一
九
九
五
年
陝

西
師
範
大
学
研
究
生
院
修
了
文
学
碩
士

一
九
九
五
年
曁
南
大
学
華

文
学
院
教
師

二
〇
〇
三
年
福
岡
市
日
中
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師

専
門
…
中
国
古
典
文
学

注（

）

『

』

、『

』

１

こ
れ
ま
で
張
燮
の

七
十
二
家
集

が
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は

康
集

嵇

を
輯
校
し
た
魯
迅
が
そ
の
序
で
記
し
た
『
七
十
二
家
集
』
へ
の
評
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
魯
迅
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

在
張
溥
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
中
者
、
合
為
一
巻
、
張
燮
所
刻
者
又
改

為
六
巻
、
蓋
皆
従
黄
本
出
、
而
略
正
其
誤
、
并
増
逸
文
。
張
燮
本
更
変

乱
次
第
、
弥
失
其
旧

（
魯
迅
輯
校
『

康
集
』
序
）

。

嵇

２

影
印
の
原
本
と
し
て
印
刷
の
鮮
明
な

歴
代
卅
四
家
文
集

賞
雨
軒
藏
板

中

（

）

『

』

（

州
古
籍
出
版
社
一
九
九
七
年
）
を
用
い
た
。

（
３

『
歴
代
卅
四
家
文
集
』
の
「
歴
代
卅
四
家
文
集
・
序
」
に
記
載
す
る
「
明
代
張

）
燮
所
編
『
歴
代
卅
四
家
文
集
』
的
發
見
與
評
價
」
に
、

這
次
在
唐
河
縣
圖
書
館
古
籍
中
、
又
發
現
他
還
著
也
『
霏
雲
居
集
』
五

十
四
卷

『
續
集
』
六
十
六
卷
、
共
五
册
。
爲
崇
禎
十
一
年
刻
本
。

、

と
あ
る
。

（
４
）
清
・
邵
懿
辰
『
増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
』
に

「
閩
中
十
子
詩
三
十
卷

明

、

袁
表
、
張
燮
同
編
。
明
萬
歴
中
刊
本
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
張
燮
に
は

．
．
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明張燮輯『七十二家集』陳後主集題辞 翻字及び訳注

閩
中
十
子
詩

三
十
巻
の
編
著
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が

文
淵
閣
本

欽

『

』

、

『

定
四
庫
全
書
』
収
『
閩
中
十
子
詩
』
三
十
巻
は
、
明
袁
表
、
馬
熒
編
で
、
張

燮
の
名
は
な
い
。

（
５

『
東
西
洋
考
』
に
つ
い
て
：
張
燮
の
著
作
の
う
ち
最
も
世
に
知
ら
れ
る
も
の
は

）
『
東
西
洋
考
』
十
二
巻
で
あ
ろ
う
。
万
暦
四
十
五
年
（
一
六
一
七

、
張
燮
四

）

十
四
歳
の
作
で
あ
る
。
こ
の
書
の
篇
名
に
「
西
洋
列
国
考

「
東
洋
列
国
考
」

」

「
外
紀
考

「
税
餉
考

「
税
璫
考

「
舟
師
考

「
藝
文
考

「
逸
事
考
」
が
あ

」

」

」

」

」

り
、
今
の
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
及
び
そ
の
周
辺
国
の
沿
革
と
物
産
と
貿
易
の
状
況
を
記
し

て
い
る

「
外
紀
考
」
で
は
当
時
通
商
関
係
が
な
か
っ
た
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の

。

こ
と
を
記
し

「
税
餉
考
」
で
は
明
代
の
税
収
を

「
税
璫
考
」
で
は
高
官
の

、

、

職
権
濫
用
を

「
舟
師
考
」
で
は
造
船
と
海
運
、
気
象
状
況
を

「
藝
文
考
」

、

、

で
は
宋
、
元
、
明
と
列
国
と
の
相
互
文
献
を

「
逸
事
考
」
で
は
秦
漢
以
来
の

、

史
籍
に
見
え
る
対
列
国
文
献
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
書
が
外
国
に
対
す
る
認

識
を
拡
大
さ
せ
た
功
績
は
大
き
い
。
ま
た
こ
の
書
が
い
か
に
世
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
か
は
、
清
・
邵
懿
辰
『
増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
』
の
邵
章
の
「
続

録
」
に

「
明
萬
暦
戊
午
刊
本
、
鈔
本
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
伺
え
る
。
万
暦
戊

、

午
は
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
で

『
東
西
洋
考
』
が
完
成
し
た
万
暦
四

、

十
五
年
の
翌
年
に
は
、
早
く
も
刊
本
と
鈔
本
が
世
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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